






　How does the actual information-oriented society face the issues of resources 
limitation or ethics while protecting its advantages, such as freedom and diversity? We 
will try to resolve these issues through a positive thinking process in which we will 
analyze the concept of information. It is important to analyze nowadays communication 
as a gift rather than as a well-balanced exchange.  Indeed, seeing communication as a 
gift, and knowing what is given in return, is a process that will show us its new value 
and its rethought meaning, both ideas that cannot be reduced to necessity or the money 
economy.





































 2） 後に詳述するが，バタイユは「奢侈（luxe）」すなわち「蕩尽 consumation」こそが人間に根
本的問題を突きつけていると考える。Bataille, La part maudite, Éditions de Minuit, p. 52 および 
p. 107 を参照のこと。
 3） 例えば，情報工学者シャノンの定義に基づきエントロピーと関わらせて理解されたり，情報
information を語源的に遡り，質料 matière に形相 forme が与えられること，何らかの系に秩序
が与えられることと理解されたりする。しかし，分野横断的に共有されている定義はなく，それ
どころかある一つの分野内においてすら情報概念の解釈が異なっているのが現状である。
 4） ミシェル・セールは，情報とは「泉」であり，創作は「唯一の永久運動」であるとする（Serres, 



































0 0 0 0 0 0 0 0
は，私が始めにあなたから貰い，次いで彼に与えたタオンガの霊
（ハウ）なのです。（あなたのところから来た）タオンガによって私が（彼から）受





































 6） Mauss, Essai sur le don : Forme et raison de l’échange dans les sociétés archaïques, L’année 

























　このような空間において受け手である B と C は A に直接返礼する必要はなく，返礼と
しての情報の贈与は，別のグループの中で別の文脈でなされても構わない。情報を情報と
して受け取ることのできなかった D や E といった主体は，別のグループで情報の送り手

































 7） Ibid, p. 10.







































































































14） Serres, Le parasite, Éditions Grasset et Fasquelle, p. 303. およびLévy, Qu’est-ce que le virtuel ?, 






























15） Mauss, op.cit., p. 93.
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